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	１．総務委員会
	２．広報委員会
	３）要素技術安全研究会（主査：川島　興氏）【第2種】
	（１）活動内容
	産業機械，自動車，住宅など幅広い分野に広がった機能安全に関連する規格，法規制及び技術動向を捉え，適切な機能安全の適用に資するための活動を行います．
	とくに，IEC 61508，及び安全関連制御に機能安全を適用する関連規格（産業機械，ロボット，自動車, AI等）の調査を通じて，機能安全規格の理解を深めるとともに課題の顕在化を行います．
	また，機能安全に限らず安全に関する幅広いトピックスを題材にディスカッションを行い，知見を広めます．
	（２）計画
	年5回（5月，8月，10月，1月，3月）の開催を予定しています．
	（３）発表
	・安全工学シンポジウム2023 OS「AIの信頼性と機能安全」を企画
	・秋季信頼性シンポジウムでの活動報告
	４）故障物性研究会（主査：佐藤博之氏）【第2種】
	主査を土屋英晴氏から佐藤博之氏に，副主査を味岡恒夫氏から西野裕暁氏に交代します．
	（１）活動内容
	・会員の意思を尊重しながら，信頼性・安全性の現場で起きている故障/事故のメカニズム・原因・対策に関する情報共有や議論を通して故障メカニズムの究明を行います．
	・未然防止に向けた信頼性/安全性評価法の情報共有・議論を行い，体系化を目指します．
	・成果を公開し，学会/研究会の増強に努めます．
	・上記を通じ，会員のスキル向上，会員の出身組織のみならず，社会貢献を目指します．
	（２）計画
	年６回（4/28, 6/23, 8/25, 10/27, 12/22, 2/16）の開催を予定しています．コロナの感染状況を鑑み，オンラインと会場集合併用開催にします．昨年度までの時短開催（15:00～17:00）から開始時間の繰上げを検討します．
	実行委員会(web)で研究会プログラムや課題と対応策を検討します．また，実行委員の刷新を図ります．
	「コンデンサ研究グループ」の成果をまとめます．また，新たな研究グループの立ち上げを進めます．
	（３）発表
	５）半導体デバイス故障解析研究会（主査：二川清氏）【第2種】
	（１）活動内容
	（２）計画

